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 中国政府が主導する「全国児童口腔疾病総合介入プロジェクト」（略称「う蝕予防プ

ロジェクト」）が2008年に発足した。そこで、2013年から本プロジェクトに参加した上

海市における一次予防である小学校１年生、２年生を対象とするシーラント処置実施の

実態を明らかにするとともに、今後の児童の口腔衛生環境を改善する母子保健、学校保

健の重要課題を検討した。結果として、２年生を対象とするシーラント処置は７割の実

施率で、多くの児童に対してう蝕予防に役立つことと考えられる。今後の重要課題は実

施していない児童に関する詳細分析、学校での口腔健康づくり教育の強化、保護者への

啓発活動である。 

 

 

Ⅰ 調査目的 

 中国政府が主導する「全国児童口腔疾病総合介入プロジェクト」（略称「う蝕予防プロジェク

ト」）（注釈１）が2008年に発足した１-３）。そこで、2013年から本プロジェクトに参加した上海市

における一次予防である小学校２年生を対象とするシーラント（注釈２）処置実施の実態を明ら

かにするとともに、今後の児童の口腔衛生環境を改善する母子保健、学校保健の重要課題を検討

する。 

 シーラント処置はフッ化物塗布と並んで小児によく行われるう蝕の予防処置である。生えたて
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の歯の表面は弱く、歯ブラシが届きにくいので、特にう蝕になりやすい。フッ化物を塗っただけ

よりもシーラント処置がう蝕予防に大変有効な方法であり、この処置は主に年齢が７～８歳であ

る２年生を対象に実施される。 

 

Ⅱ 調査対象および方法 

 調査対象は上海浦東区で、2016年３月～４月に行われた小学生歯科定期健診を受診したＡ小学

校、Ｂ小学校、Ｃ小学校の３校から２年生、合計10クラスの児童359名であった。 

 本健診は上海市の条例により、２年に１回各地域医療サービスセンターの歯科医師・看護師・

歯科衛生士が所轄する地域の小学校へ行き、無料で実施される歯科定期健診である。その小学校

に在籍する児童が基本的に全員受診する。さらにシーラント処置についての保護者の同意書を提

出した児童には、シーラント処置対象であればう蝕予防処置や齲歯の治療を行う１-３）。第一大臼

歯はまだ萌出していない、あるいはすでに齲歯になった児童、その他の既往歴があり、歯科医師

の判断により実施できない児童は「シーラント処置対象者ではない」と分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ シーラント処置の流れ図 

 

 調査項目としては、歯科定期健診記録表から学年、シーラント処置人数、シーラント処置歯数

の項目を抽出し、学校・学年別に集計した。 

 統計解析はEZR（v1.38）を使用した。 

 本健診の実施は担当歯科医師が対象者と保護者に対し、事前に十分な説明を行った上で、自由

意思に基づき同意を得て実施した。 

 本研究は愛知東邦大学研究倫理委員会の承認を得て、匿名化したデータを用いて、個人が特定

できないように統計分析を行った。 
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Ⅲ 結果 

 

１．対象者の基本属性（表１） 

  対象者はＡ小学校、Ｂ小学校、Ｃ小学校の２年生で、その学校別人数を表１に示した。３校

はいずれも１学年に２～５クラス（表１にはａ．ｂ．ｃ．ｄ．ｅで表記）で、中国の一般的な規

模の小学校であった。また、日本と同様、小学校への入学年齢は満６歳で、２年生は７～８歳

である。 

   

表１ 調査対象者の学校・学年別人数 n(人) 
   

クラス  a b c d e 合計 

Ａ小学校  38 37 35 37 35 182 

Ｂ小学校  28 36    64 

Ｃ小学校  38 38 37   113 

全体       359 

 

２．学校・学年別シーラント処置状況（表２） 

  シーラント処置状況を表２に示す。 

  ３校において２年生を対象とするシーラント処置率（処置人数／受診人数）はそれぞれ

69.8％、70.3％、75.2％であった。１人当たりシーラント処置歯数は２本程度（220/127、

92/45、149/85）だった。 

   

表２ 学校別シーラント処置状況 
   

 処置人数(人) 処置率 処置歯数(本) 

Ａ小学校 127 69.80％ 220 

Ｂ小学校 45 70.30％ 92 

Ｃ小学校 85 75.20％ 149 

計 257 71.60％ 461 

   

Ⅳ 考察 

 

１．対象者について 

  本研究の対象者は１年生の359名であった。年齢は７～８歳で、第一大臼歯が萌出する一般

的な年齢である。しかし、今回は性別のデータが収集できなかったため、児童の男女割合が判

明できない。先行研究では、児童の歯科疾患に関する男女差がないとの報告があり(５)、今回は

性別を分けずに分析を行った。今後は性別のデータを含めた調査を行う予定である。 
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２．シーラント処置状況について 

  本調査でシーラント処置が実施されたのは１年生では１名（２年生と同年齢でなおかつシー

ラント処置対象者）だけだった。２年生ではその実施率は71.6％だった。上海市でシーラント

処置が実施されていない児童の内訳として、第一大臼歯の未萌出の児童がいる(６)。あるいはす

でにう蝕になっていることにより、齲歯の処置に移行する者が挙げられる。更にその他の疾病

により歯科医師から実施できないと判断された場合もある。それ以外では、シーラント処置を

するべきと判断されたにも関わらず、保護者同意書が得られていない状況だと考えられる。本

研究ではその内訳のデータを把握しておらず、今後の研究課題となる。また、それらの保護者

への啓発活動も計画に入れたい。 

 

３．う蝕予防プロジェクトと一次予防の成果について 

  上海市では2013年から本プロジェクトに参加し、浦東新区では60％以上の公立小学校で歯科

定期健診を実施することを最低目標としている。実際には2016年の実施率は100％に達してい

た。また、学校で行う歯科定期健診では、う蝕の予防と治療処置だけでなく、口腔衛生に関す

る健康教育も、問診と健診後に個人個人の状況に応じて行う。歯科定期健診の結果を学校側に

共有し、経年による変化も追跡できるようにしている。 

 

４．口腔衛生環境に関する母子保健・学校保健の課題について 

  上記の「口腔健康疫学調査」結果から、フッ化物配合歯磨剤使用率、保護者の児童の口腔衛

生環境に関する関心度はまだ低いことが明らかになっている。例えば、日本では、手先が不器

用な幼児に対して、仕上げ磨きを行う保護者が多いが、中国の都市部は43.3％，農村部では

58.8％の家庭で、保護者が一度もしたことがないとの結果だった。また、幼児では歯磨き粉使

用率は96.5％と高いのだが、そのうちフッ化物配合歯磨剤の使用率は38.7％しかなかった４）。 

  う蝕予防プロジェクトがスタートして10年経ち、その効果は顕著だが、今後の課題としては

保護者への啓発活動が重要と考えられる。中国政府は毎年９月20日を「愛歯日」と策定し、

2018年のテーマである“口腔健康、全身健康”はテレビやインターネットなどで広く宣伝され

た。このような多様なメディアを活用した活動は通年で行うことを検討し、その効果を評価す

ることも必要かもしれない。また、学校では児童の口腔衛生に関する健康教育をカリキュラム

に組み込み、児童がその知識を身に着けることにより、その保護者にも影響をもたらす効果が

期待できる。今後は母子保健・学校保健の重要課題として取り組むべきと考える。 

 

Ⅴ 結論 

 う蝕予防プロジェクトが実施されている上海市においては、一次予防として、２年生を対象と

するシーラント処置は７割の実施率で、多くの児童に対してう蝕予防に役立つことと考えられる。

今後の重要課題は実施していない児童に関する詳細分析、学校での口腔健康づくり教育の強化、
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保護者への啓発活動である。 

 

 注釈１：中国政府が主導する「全国児童口腔疾病総合介入プロジェクト」（略：う蝕予防プロ

ジェクト） 

  2008年からスタートし、中部・西部の地域から試行的に実施された。プロジェクトの内容と

しては、主に歯科医師、歯科衛生士、看護師のスキルアップ研修、児童の口腔健康づくりに関

する教育、フッ化物塗布、７～９歳の児童（小学校１～２年生在籍者）を対象とするシーラン

ト処置である。その後、順次に全国すべての省（日本の県に相当）へ拡大し、現在は全国の半

数以上の市町村がこのプロジェクトに参加している。中国国家衛計委（日本の厚生労働省に相

当）から発表された「第四回全国口腔健康疫学調査｣４）（以下は口腔健康疫学調査）の結果で

は、このプロジェクトの成果として、2017年まで累積516.8万人の児童にシーラント処置を実

施した。児童の口腔衛生状況の改善に多く貢献したといえる。 

 

 注釈２：シーラント処置 

  奥歯の溝をプラスチック樹脂の一種で埋める齲歯予防に有効な処置である。主に生えて間も

ない６歳臼歯（永久歯）に行う。 
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